
第８０回広島大学経営協議会議事要録 
 
日 時  令和３年１月２８日（木） １２時４８分～１３時２７分 
 
場 所  広島大学法人本部棟5F1会議室・ZOOM（WEB会議） 
 
出席者  学外委員：岡畠，苅田，菊地，國井，郷，白石，佃，山西，結城，ラリー・マイクスナーの各委員 
     学内委員：越智，宮谷，渡邉，佐藤，楯，田中，俵，藤田，上重の各委員 
 
列席者  木内上席副学長，フンク副学長，吉村副学長，金子副学長，津賀副学長，岩永副学長， 

河原副学長，秀副学長，神谷副学長，相原副学長，藤原副学長，仁科副学長，小林副学長， 
西村副学長，大段副学長，栗栖監事，野上監事，竹内学長補佐，土肥学長特命補佐， 
相田学長特命補佐，林副理事，由井副理事，長谷川部長，丸山副理事，南部長，難波副理事， 
安井副理事，西嶋副理事，槇原副理事，佐々本副理事，原部長，大元部長，新本部長，石田副理事，

長谷川副理事，渕村部長，木村部長，河村部長，畑尾部長，西村部長，吉岡部長，林部長， 
山本グループリーダー，太呉秘書室長，関矢総合科学部長，友澤文学部長，松見教育学部長， 
江頭法学部長，鈴木経済学部長，菅田工学部長，三本木生物生産学部長，木島情報科学部長， 
田代



 ・ 目的積立金の使途について 

 
（議事３） 
● 国立大学法人ガバナンス・コードへの適合状況等について 

（越智学長提案，俵理事（財務・総務担当）説明，別紙３） 
◇ 文部科学省，内閣府，国立大学協会の３者による合意の上，国立大学法人ガバナンス・コードが令和２年３月

30日に策定され，各国立大学法人は，本ガバナンス・コードの適合状況について自ら定期的に点検を行い，公

表することが求められている。その適合状況については，「コンプライ・オア・エクスプレイン」（原則を実施

しているか，実施していない場合には，その理由を説明するか）の考え方で，点検することとされており，全て

の原則，補充原則について点検した結果，現状，全ての項目についてコンプライの判断を行っている。 
  ガバナンス・コードが３月に策定されて以降，対応できていなかった３項目のうち，「経営協議会の学外委員

の選考方針の明確化とその公表」については，12



 ・ 研究倫理教育について 

 
● 放射線影響研究所広島研究所の霞キャンパスへの受入れについて 

（学長報告，資料２） 
◇ 令和２年10月26日付けで，公益財団法人放射線影響研究所理事長から検討依頼があり，霞キャンパスで受け

入れ可能な場合の本学の検討状況等の報告があり，最終決定は，次回の放射線影響研究所の評議会で決定される

旨，併せて報告があった。 
 

以 上 


